
御
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て

―
難
波
征
男
先
生
・
池
田
肇
子
先
生
を
お
送
り
す
る
―末

澤

明

子

本
号
は
、
難
波
征
男
先
生
、
池
田
肇
子
先
生
、
お
二
人
の
御
退
職
記
念
号
で
す
。
難
波
先
生
は
、
一
九
八
二
年
度
に
短
期
大
学
国
文

科
の
総
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
佐
賀
女
子
短
期
大
学
よ
り
移
ら
れ
、
更
に
一
九
九
七
年
度
に
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
に
移
ら
れ
ま
し
た
。

人
文
学
部
開
設
の
一
九
九
〇
年
度
、
そ
れ
ま
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
て
お
ら
れ
た
池
田
先
生
は
、
英
米
文
化
学
科
に
専
任
と
し
て
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
人
文
学
部
が
改
組
し
た
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
、
共
に
二
〇
一
四
年
度
に
定
年
の
時
を
迎
え
る
ま
で
、
現
代
文
化
学
科

教
授
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
度
に
大
学
院
人
文
学
研
究
科
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
は
大
学
院
教
授
と
し
て
、
ま
た
、
難
波
先
生
は
二
〇
〇

五
年
度
〜
二
〇
〇
九
年
度
、
二
〇
一
二
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
に
、
池
田
先
生
は
二
〇
一
〇
年
度
〜
二
〇
一
一
年
度
に
学
科
長
を
務
め

ら
れ
、
学
科
の
た
め
、
大
学
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
定
年
に
よ
る
御
退
職
後
も
、
難
波
先
生
は
二
〇
一
四
年
度
大
学
院
契
約

教
員
（
教
授
）
と
し
て
、
池
田
先
生
は
二
〇
一
四
年
度
〜
二
〇
一
五
年
度
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
育
の
任
に
当
た
ら
れ
、
池

田
先
生
は
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
師
を
も
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
大
学
は
両
先
生
の
御
功
績
に
対
し
、
二
〇
一
五
年
、
そ
れ
ぞ
れ

名
誉
教
授
の
称
号
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

難
波
先
生
、
池
田
先
生
が
学
科
長
を
務
め
ら
れ
た
期
間
は
、
人
文
学
部
が
大
き
く
変
化
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
改
組
当
初
、
現

1



代
文
化
学
科
、
表
現
学
科
の
二
学
科
で
開
始
し
た
人
文
学
部
は
、
そ
の
後
、
英
語
学
科
開
設
（
二
〇
〇
三
年
度
）
で
三
学
科
、
表
現
学

科
が
言
語
芸
術
学
科
と
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
改
編
、
四
学
科
に
な
り
（
二
〇
一
三
年
度
）、
国
際
キ
ャ
リ
ア
学

部
・
国
際
英
語
学
科
開
設
に
伴
い
、
再
び
三
学
科
体
制
と
な
り
ま
し
た
（
二
〇
一
四
年
度
）。
現
代
文
化
学
科
は
一
貫
し
て
現
代
文
化

学
科
で
す
が
、
幅
が
広
く
、
一
般
に
は
必
ず
し
も
学
科
の
性
格
が
明
確
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
学
科

で
は
そ
の
性
格
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

両
先
生
が
学
科
長
を
務
め
ら
れ
た
期
間
に
学
科
の
行
っ
た
事
業
を
思
い
つ
く
ま
ま
挙
げ
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
文
化
」

の
提
示
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
、
教
員
補
充
が
あ
り
ま
す
。
大
学
案
内
等
の
学
科
説
明
冒
頭
に
、
シ
ラ
バ
ス
掲
載
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ

リ
シ
ー
」
冒
頭
に
〝「
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
〞
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
八
年
度
で
す
。
観
光
文
化
分
野
、
交
流

文
化
、
日
本
文
化
・
国
語
教
職
分
野
の
三
分
野
を
柱
と
す
る
現
代
文
化
学
科
が
、
ま
と
ま
り
を
欠
く
寄
せ
集
め
の
学
科
で
は
な
く
、
各

分
野
が「
文
化
」を
追
求
す
る
こ
と
で
密
接
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
反
映
、
同
時
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
表
し
た
の
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
現
代
文
化
学
科
で
は
、
ほ
ぼ
四
年
毎
に

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇
九
年
度
、
二
〇
一
三
年
度
の
改
訂
は
学
科
の
性
格
を
鮮
明
に
す
る
点
で
大
き
な
変
革

で
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
に
は
担
当
す
る
教
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
数
年
に
、
現
代

文
化
学
科
で
は
欠
員
も
含
め
て
分
野
の
偏
り
を
な
く
し
、
必
要
な
専
任
教
員
を
揃
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
学
科
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
開
始
（
二
〇
〇
六
年
度
）、
学
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
現
代
文
化
学
科

T
oday

」
開
設
（
二
〇
〇
七
年
度
）、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
に
於
け
る
新
入
生
一
泊
研
修
開
始
（
二
〇
〇
八
年
度
）、
学
科Facebook

開

設
（
二
〇
一
二
年
度
）、
年
度
每
の
現
代
文
化
学
科
ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
We
♡
現
代
文
化
」
創
刊
（
二
〇
一
三
年
度
）
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、
学
科
の
性
格
を
、
人
文
学
と
は
何
か
を
学
内
外
に
示
し
、
学
科
理
解
に
資
す
る
点
大
で
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「
文
化
」
と
相
俟
っ
て
、
こ
の
一
両
年
の
入
学
者
に
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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両
先
生
が
学
科
長
で
あ
ら
れ
た
時
に
な
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
勿
論
、
学
科
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
任
に
当
た
り
、
実
現

し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
専
攻
分
野
も
、
考
え
方
も
、
行
動
様
式
も
、
性
格
も
異
に
す
る
教
員
た
ち
が
共
同
で
事
業
を
す
る
時
に
は
、

そ
れ
を
束
ね
る
力
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
何
事
も
物
事
が
実
現
す
る
に
は
そ
の
準
備
期
間
が
あ
り
ま
す
。
学
科
の
新
し
い
取
り
組
み

が
、
準
備
期
間
も
含
め
、
両
先
生
が
提
案
し
、
学
科
内
外
で
調
整
を
図
り
、
交
渉
を
重
ね
て
御
尽
力
下
さ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
と

思
う
と
、
た
だ
感
謝
の
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御
苦
心
も
多
々
お
あ
り
だ
っ
た
か
と
拝
察
し
ま
す
が
、
何
も
口
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

当
然
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い
た
以
上
の
お
仕
事
は
多
様
な
校
務
の
一
部
で
す
。
そ
れ
ら
を
、
教
育
・
研
究
と
共
に
、
難
波
先
生
は
、
学

外
で
も
活
躍
さ
れ
な
が
ら
、
一
時
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
池
田
先
生
は
、
御
自
身
の
健
康
問
題
と
御
母
堂
の
介
護
に
直
面
し

な
が
ら
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
両
先
生
の
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
に
つ
い
て
少
し
く
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

難
波
先
生
は
、
九
州
大
学
大
学
院
で
中
国
哲
学
史
を
修
め
ら
れ
、
研
究
者
と
し
て
歩
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
予
期
し
な

い
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
幾
度
か
あ
っ
た
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
が
結
果
と
し
て
却
っ
て
よ
か
っ

た
の
だ
と
も
。
そ
れ
は
、
難
波
先
生
が
そ
の
時
々
に
機
会
を
逃
さ
ず
、
新
し
い
出
会
い
を
取
り
入
れ
、
研
究
領
域
を
拡
大
深
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
先
生
の
研
究
活
動
は
儒
学
―
陽
明
学
・
朱
子
学
を
軸
に
多
彩
で
す
。
著
書
・
論
文
は
多
数
あ

り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
に
『
王
陽
明
全
集
』
九
巻
（
共
著
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
儒
学

の
新
し
い
動
向
、
儒
教
思
想
を
現
代
の
も
の
と
し
て
新
た
に
捉
え
返
す
和
合
学
を
い
ち
早
く
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
難
波
先
生
で
す
。

短
期
大
学
国
文
科
時
代
に
和
合
学
提
唱
者
、
張
立
文
氏
（
中
国
）
を
招
い
た
際
、
学
生
が
そ
の
講
演
を
聴
く
機
会
を
も
設
け
ま
し
た
。

編
著
『
簡
素
と
和
合
』（
中
国
書
店
、
一
九
九
九
）
は
和
合
学
関
係
著
作
の
代
表
で
す
。
儒
学
思
想
家
と
し
て
は
、
明
代
の
劉
宗
周
、

十
六
世
紀
韓
国
の
朱
子
学
者
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
李
退
渓
に
、
そ
し
て
、
江
戸
時
代
以
前
の
書
院
教
育
に
多
く
の
関
心

を
持
た
れ
、
研
究
と
社
会
貢
献
が
互
い
に
重
な
り
合
っ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
そ
れ
は
日
中
韓
に
相
渉
り
、
中
国
や
韓
国
で
開

御退職記念号に寄せて（末澤）
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催
さ
れ
る
諸
国
際
学
会
か
ら
招
聘
を
受
け
、
ほ
ぼ
毎
年
、
複
数
回
の
研
究
発
表
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
劉
宗
周
関
係
論
文
の
代
表
は「
劉

宗
周
思
想
に
お
け
る
「
微
妄
」
の
発
見
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』
49
巻
、
二
〇
一
一
年
）、
李
退
渓
研
究
の
一
つ
に
二
〇
一
五
年
に
平

凡
社
東
洋
文
庫
の
一
冊
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
李
退
渓
書
簡
集
、『
自
省
録
』
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の
儒
学
研
究
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
儒

学
、
特
に
李
退
渓
が
国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、
二
〇
〇
八
年
以
来
、『
李
退
渓
論
集
』
の
編
集
委
員
を
務
め
、
ま
た
、

九
州
李
退
渓
学
会
会
長
（
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
五
）
を
も
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
九
州
中
国
学
会
幹
事
（
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
四
）
そ
の

他
と
並
ぶ
学
会
活
動
の
一
つ
で
す
。
李
退
渓
へ
の
関
心
は
学
界
内
外
に
広
く
、
福
岡
県
春
日
市
の
正
行
寺
に
は
二
〇
〇
三
年
、
李
退
渓

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
難
波
先
生
は
請
わ
れ
て
、
顕
彰
碑
入
魂
の
た
め
に
始
め
ら
れ
た
『
自
省
録
』
研
究
会
の
指
導
者
と
な
り
ま
し
た
。

東
洋
文
庫
の
『
自
省
録
』
は
、
異
業
種
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
学
際
的
研
究
会
の
成
果
が
結
実
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
以
前

の
民
間
の
学
校
、
書
院
も
先
生
の
関
心
で
あ
り
、
成
果
の
一
つ
が
愛
称
「
に
ん
ぷ
ろ
」
を
持
つ
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ

ア
の
海
域
交
流
と
日
本
文
化
の
形
成
」
に
連
な
っ
た
折
の
「
東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
学
校
と
教
育
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
」

（
二
〇
一
〇
）
で
す
。
難
波
先
生
は
、
学
会
以
外
に
も
民
間
諸
団
体
で
儒
学
に
つ
い
て
多
数
の
講
演
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
非

常
に
高
度
な
も
の
で
、
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
く
大
阪
に
企
業
人
の
た
め
の
塾
を
開
設
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
代
の
書
院
と

も
い
え
る
も
の
で
、
研
究
と
社
会
貢
献
が
重
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

短
期
大
学
国
文
科
、
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
・
現
代
文
化
学
科
は
す
べ
て
国
語
教
職
課
程
を
設
け
て
い
ま
す
。
難
波
先
生
は
授
業

で
教
職
に
必
修
の
漢
文
学
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
短
大
で
は
長
く
入
試
に
漢
文
を
出
題
し
て
い
ま
し
た
。
入
試
か
ら
漢
文
が
な
く
な
っ

て
か
ら
も
、
学
外
で
漢
文
教
育
の
重
責
を
担
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
先
生
は
、
漢
文
教
育
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
よ
く
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
教
職
課
程
を
持
つ
学
科
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
ゼ
ミ
か
ら
は
、
留
学
生
を

含
め
、
大
学
院
進
学
者
が
多
く
、
中
国
思
想
や
書
院
に
関
心
を
深
め
て
研
究
者
と
し
て
巣
立
っ
て
行
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。

難
波
先
生
の
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
は
重
な
り
合
い
、
そ
れ
ら
に
接
し
た
学
生
、
人
々
は
貴
重
な
経
験
を
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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池
田
先
生
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
作
家Saul

Bellow

（
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
、
一
九
一
五‐

二
〇
〇
五
）
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
九
州
大
学
文
学
部
英
文
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
時
に
ア
メ
リ
カ
の
旬
な
文
学
事
情
と
し
て
ベ
ロ
ー
を
知
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
当
時
の
大
学
で
は
現
存
作
家
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
論
文
と
し
て
発
表
す
る
の
は
、
後
に
社
会
人
入
学

さ
れ
た
福
岡
大
学
大
学
院
の
修
士
論
文
か
ら
に
な
り
ま
す
。
以
来
、
九
州
ア
メ
リ
カ
文
学
会
幹
事
（
一
九
九
二
年
〜
一
九
九
八
年
）、

日
本
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
協
会
理
事
（
二
〇
〇
〇
年
〜
現
在
）
等
の
学
会
活
動
を
さ
れ
る
中
、『
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
論
文
集
1
』（
坂
野
明

子
・
町
田
哲
司
編
、
大
阪
教
育
図
書
、
一
九
九
五
）、『
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
研
究
―
人
間
関
係
と
生
き
方
の
研
究
―
』（
半
田
哲
也
監
修
・

日
本
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
協
会
編
、
大
阪
教
育
図
書
、
二
〇
〇
七
）
等
の
論
文
集
、
学
会
誌
、
紀
要
等
に
諸
論
文
を
発
表
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
御
退
職
後
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
、
二
〇
一
五
年
に
は
大
著
『
二
十
世
紀
の
ラ
ビ
―
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
研
究
』（
開
文
社
出
版
）

を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。A

lice
A
dam
s

（
ア
リ
ス
・
ア
ダ
ム
ス
、
一
九
二
六‐

一
九
九
九
）
等
の
ア
メ
リ
カ
女
性
作
家
に
関
す
る
も
の

を
も
含
む
そ
れ
ら
論
考
で
は
、
語
り
・
語
り
手
の
問
題
も
扱
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
親
子
・
家
族
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
よ
る
批
判
、
ユ

ダ
ヤ
等
を
テ
ー
マ
と
す
る
御
論
考
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
の
追
求
は
伝
統
的
、
正
統
な
文
学
研
究

の
一
方
法
で
す
が
、
今
日
的
、
現
代
的
な
テ
ー
マ
は
現
代
文
化
学
科
ら
し
く
、
輝
い
て
見
え
た
も
の
で
す
。
池
田
先
生
は
早
く
か
ら
〝

現
代
〞
に
着
目
し
、
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
の
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

公
刊
さ
れ
た
御
著
書
と
し
て
は
、
他
に
大
学
生
向
け
中
級
レ
ベ
ル
英
語
教
科
書
（
共
著
）
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
の
授
業
で
は
、
演

習
等
で
や
は
り
ソ
ー
ル
・
ベ
ロ
ー
を
教
材
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
が
、
入
学
す
る
学
生
も
次
第
に
変
化
す
る
中
で
、
新
た
にLittle

W
om
en

（『
若
草
物
語
』）
やA

nne
of
G
reen

G
ables

（『
赤
毛
の
ア
ン
』）
等
を
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ナ
ダ
・
プ
リ
ン
ス

エ
ド
ワ
ー
ド
島
へ
の
研
修
旅
行
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
大
人
に
な
る
一
歩
手
前
の
少
女
を
主
人
公
と
し
て
い
て
学
生

に
は
親
し
み
や
す
い
も
の
で
す
が
、
書
か
れ
た
時
代
の
中
で
、
ま
た
時
代
を
超
え
て
人
間
の
生
き
方
を
追
求
す
る
こ
と
は
大
学
に
お
け

る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
意
味
を
問
う
こ
と
と
も
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
池
田
先
生
御
自
身
は
学
科
長
時
代
、
学
科
ホ
ー

御退職記念号に寄せて（末澤）
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ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
現
在
採
り
上
げ
る
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
女
性
の
位
置
、
研
究
動
向
の
変
化
、
女
子

大
学
の
歴
史
と
関
連
さ
せ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。A

nne
ofG
reen

G
ables

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
も
講
じ
て
お
ら

れ
ま
す
。
授
業
で
扱
わ
れ
た
作
品
に
は
、
そ
の
他
、PearlS.Buck

（
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
）
が
大
正
時
代
の
雲
仙
普
賢
岳
大
噴
火
に
取

材
し
た“T

he
Big
W
ave”

（「
つ
な
み
」）
等
も
あ
り
ま
す
。
物
に
溢
れ
た
現
代
と
対
比
さ
せ
て
考
え
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
る
前
か
ら
の
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
と
の
出
会
い
は
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
ま
し
た
。
学
生
に
対
し
て
は
、
学

業
面
で
も
学
業
以
外
の
面
で
も
熱
心
に
指
導
さ
れ
、
池
田
先
生
の
明
る
く
愛
ら
し
い
笑
顔
と
親
身
な
接
し
方
、
行
動
力
は
学
生
た
ち
を

惹
き
つ
け
、
い
つ
も
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
英
語
教
員
と
な
っ
て
い
た
卒
業
生
が
大
学
院
に
戻
っ
て
池
田
先
生
の
指
導
を
受
け
、
再
び

高
校
教
員
に
帰
っ
た
の
も
そ
の
一
例
で
す
。
挫
折
し
、
目
標
を
見
失
い
か
け
て
い
た
学
生
が
立
ち
直
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

池
田
先
生
は
研
究
面
で
も
教
育
面
で
も
現
代
文
化
学
科
を
表
す
、
大
切
な
存
在
で
し
た
。

大
学
に
於
け
る
人
文
学
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
の
多
い
昨
今
、
両
先
生
の
御
業
績
を
見
た
と
き
、
人
が
若
い
時
に
、
己
の
知
ら
ぬ
、

未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
に
出
会
う
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
両
先
生
に
接
し
た
学
生
た
ち
は
、
意
識
す

る
と
し
な
い
と
に
係
わ
ら
ず
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
教
師
の
側
の
深
い
研
究
な
し
に
は
成
り
立
ち
得
ま
せ

ん
。
研
究
に
基
づ
い
た
教
育
の
中
か
ら
分
析
と
総
合
の
力
―
思
考
力
、
判
断
力
、
洞
察
力
が
養
わ
れ
、
そ
し
て
自
己
と
他
者
を
尊
重
す

る
独
立
し
た
人
間
が
育
ち
、
ま
た
研
究
の
後
継
者
が
育
ち
、
長
い
時
間
を
隔
て
て
か
ら
も
新
し
い
世
界
を
柔
軟
に
受
け
止
め
、
成
長
し

得
る
人
間
が
育
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。
人
文
学
部
が
人
文
学
部
ら
し
く
あ
る
幸
せ
な
時
に
、
難
波
征
男
先
生
、
池
田
肇
子
先
生
は
御
研

究
・
教
育
を
通
し
、
大
学
・
学
科
、
学
生
、
社
会
に
対
し
、
多
大
の
寄
与
を
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
と
共
に
、
両
先
生
が
今
後
と
も
御
健

勝
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
お
送
り
す
る
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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